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楽しく笑顔で販売楽しく笑顔で販売（農高祭）

11月12日、阿久根農業高等学校で開催された農高祭では、生徒たちが育てた野菜や果樹、花の

ほか、加工品の即売会が大人気。この日は、朝早くから大勢の買い物客らで賑わっていました。

写真は、自分たちが製造した「３年Ａ組シリーズ」を楽しく笑顔で販売する高校生。
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任
期
満
了
に
伴
う
阿
久
根
市
議
会

議
員
選
挙
は
、
11

月
27

日
に
告
示
、

12

月
４
日
に
投
開
票
が
行
わ
れ
、

16
人
の
新
し
い
議
員
が
決
ま
り
ま
し

た
。今

回
の
選
挙
は
、
定
数
が
６
名
減

員
さ
れ
、
定
数
16

名
に
対
し
て
、

現
職
15

名
、
新
人
３
名
の
計
18

名

が
立
候
補
し
ま
し
た
。

投
票
は
一
部
を
除
き
午
前
７
時
か

ら
午
後
７
時
ま
で
市
内
21

の
投
票

所
で
、
開
票
は
多
く
の
市
民
が
見
守

る
中
、
午
後
８
時
15

分
か
ら
市
民

会
館
大
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
選
者
の
内
訳
は
現
職
14

人
、

新
人
２
人
。
党
派
別
で
は
、
社
会
民

主
党
１
人
、
無
所
属
15
人
で
す
。

な
お
、
開
票
結
果
お
よ
び
新
し
い

16

人
の
議
員
の
皆
さ
ん
は
次
の
と

お
り
で
す
。

「市民の期待と信頼にこたえて、市勢発展のためにご尽力ください」と挨拶する
山下耕平選挙管理委員会委員長（��月５日、当選証書附与式）

阿
久
根
市
議
会
議
員
選
挙
結
果

16
名
の
市
議
会
議
員
決
定

投投
票票
率率
はは
7733
・・
7711
％％

投票結果投票結果
選挙当日有権者数

女男

�����人 ������人

計

������人
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女男

�����人 �����人

計

������人

投票率
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�����％ �����％ �����％

計

有効投票投票総数

������ ������ ���

無効票
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市議会議員選挙結果

新しく選ばれた

16名の市議会議員を紹介します
敬称略・写真は得票順

若

松

冨

春

73歳・尻無下区
無所属（現）
当選９回

66歳・大下区
無所属（現）
当選２回

55歳・脇本馬場区
無所属（現）
当選５回

60歳・中村区
無所属（現）
当選２回

60歳・瀬之浦上区
無所属（現）
当選４回

46歳・大丸区
無所属（新）
当選１回

64歳・槝之浦東区
無所属（現）
当選２回

55歳・高之口区
無所属（現）
当選６回

67歳・中屋敷区
無所属（現）
当選６回

46歳・下村区
無所属（新）
当選１回

65歳・永田下区
無所属（現）
当選２回

59歳・町区
無所属（現）
当選３回

60歳・古里区
無所属（現）
当選７回

68歳・下村区
社民（現）
当選４回

51歳・大丸区
無所属（現）
当選２回

65歳・牧内区
無所属（現）
当選２回

京

田

道

弘

平

田

修

二

山
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櫁
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光
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築
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平
成
16

年
度
阿
久
根
市
決
算
は
、

一
般
会
計
お
よ
び
特
別
会
計
合
わ
せ

て
歳
入
２
百
15

億
７
千
619

万
円
、

歳
出
２
百
11

億
816

万
円
で
あ
り
、

差
し
引
き
４
億
６
千
803

万
円
の
黒

字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。

一
般
会
計
に
お
け
る
実
質
黒
字
額

は
、
翌
年
度
へ
の
繰
越
財
源
871

万

円
を
差
し
引
い
て
２
億
９
千
793

万

円
で
あ
り
ま
す
が
、
本
市
の
一
番
大

き
な
収
入
源
で
あ
る
地
方
交
付
税
も

年
々
減
少
し
て
い
る
た
め
経
常
経
費

等
の
削
減
を
行
い
、
対
処
し
て
き
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
歳
入
状
況
を
的
確
に

と
ら
え
、
更
に
経
費
節
減
に
努
め
、

各
種
事
業
の
執
行
に
つ
い
て
も
、
そ

の
効
果
や
緊
急
性
等
を
十
分
協
議
検

討
し
、
市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
頂
き
な
が
ら
、
こ
の
厳
し
い

財
政
状
況
に
対
処
し
て
参
り
ま
す
。

－４－

皆
さ
ん
の
家
庭
に
収
入
と
支
出
が
あ
る
よ
う
に
、
市
に
も
歳
入
と
歳
出
が

あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
今
月
は
平
成
��
年
度
決
算
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

決決
算算
報報
告告

平成16年度

財政用語について財政用語について
【市税】みなさんが市に納めた税金の、住
民税、固定資産税などのこと
【繰入金】市の他の会計から繰り入れたお
金や基金（貯金）の取り崩しなどにより
繰り入れたお金のこと
【財産収入】市有地の貸付による収入や基
金（貯金）の利子、不動産や物品などの
売却による収入のこと
【地方交付税】国が徴収した所得税や法人
税、酒税などの中から市の財政的な需要
に応じて交付されるお金のこと
【市債】市が大きな事業を行うために国や
金融機関などから借り入れたお金のこと
【国庫・県支出金】使いみちを特定した資
金として国や県から支出されたお金のこ
と

【民生費】高齢者や児童、身障者福祉など
に使ったお金のこと
【総務費】職員の給与や住民窓口、選挙な
ど一般的な事務に使ったお金のこと
【公債費】道路や施設整備などのために借
りたお金の返済金のこと
【農林水産業費】農林水産業の振興、農林
道や漁港整備などに使ったお金のこと
【教育費】学校の増改築、学校の運営、社
会教育などに使ったお金のこと
【土木費】道路や河川、公営住宅の整備な
どに使ったお金のこと
【消防費】消防防災施設の整備や消防業務
などに使ったお金のこと
【衛生費】市民のみなさんの健康づくりや
ごみ処理などに使ったお金のこと
【商工費】商工業や観光振興などのために
使ったお金のこと
【議会費】議員報酬や議会運営のために使
ったお金のこと
【災害復旧費】災害によって生じた被害の
復旧のために使ったお金のこと

歳入総額
���億�����万円

依存財源
��億�����万円
（�����％）

自主財源
��億�����万円
（�����％）

地方交付税
��億�����万円
（�����％）

市債
��億�����万円
（�����％）国庫支出金

��億�����万円
（����％）

県支出金
�億�����万円
（����％）

その他交付金
�億���万円
（����％）

諸収入
�億�����万円
（����％）

財産収入
�����万円
（����％）

その他
�億�����万円
（����％）

繰入金
�億�����万円
（����％）

市税
��億�����万円
（�����％）
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市税
��億�����万円

市民税
�億���万円
（�����％）

固定資産税
�億�����万円
（�����％）

軽自動車税
�����万円
（����％）

市たばこ税
�億�����万円
（����％）

入湯税
���万円
（����％）総務費

民生費

衛生費

農林水産業費

商工費

土木費

消防費

教育費

公債費

その他

� � � �
（万円）

� �� �� ��

�万�����円

��万���円

�万�����円

�万�����円

�����円

�万�����円

�万�����円

�万�����円

�万�����円

�����円

�万�����円

�万�����円

�����円

�万�����円

�����円

（単位：千円）
肥薩おれんじ鉄道株式会社設立補助金 ��,���
国民健康保険特別会計繰出金 ���,���
老人保健医療特別会計繰出金 ���,���
介護保険特別会計繰出金 ���,���
扶助費（心身障害者・老人・児童福祉、
保育施設運営、生活保護等） �,���,���
生きがい対応型デイサ－ビス事業 ��,���
児童デイサ－ビス事業 ��,���
放課後児童健全育成事業 ��,���
がん・レントゲン検診、予防接種業務 ��,���
小型合併処理浄化槽設置整備事業 ��,���
じんかい処理費（家庭ごみ収集処理等） ��,���
簡易水道特別会計繰出金 ��,���
高年齢者労働能力活用事業 ��,���
かごしま園芸タウン条件整備事業 ��,���
土砂崩壊防止事業 ��,���
農業基盤整備促進事業（阿久根南部地区） ��,���
林道舗装事業ほか ��,���
脇本漁港改修事業 ��,���
阿久根駅自転車等駐車場設置事業 ��,���
阿久根みどこい祭り �,���
道路新設改良・維持修繕等事業 ���,���
黒之浜港改修事業 ��,���
公園管理・番所丘公園施設整備ほか ��,���
都市下水路整備事業 ��,���
市営住宅建設事業 ���,���
小・中学校補修工事ほか ��,���
山下小学校・大川中学校運動場整備 ��,���
三笠中学校屋内運動場改築事業 ���,���
幼稚園就園奨励補助 ��,���
ボンタンロ－ドレ－ス大会 �,���
災害復旧事業 ��,���

市税の構成比

平成��年度 平成��年度 平成��年度 平成��年度

���
（億円）

���

���

��

�

���億
���万円

���億
�����万円

���億
�����万円

���億
�����万円

���億
���万円

���億
�����万円

���億
�����万円

���億
�����万円

~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~

地方債残高の推移

市民一人あたりに使われた金額

平成16年度一般会計の主な歳出

地方債は、皆さんの恒久的な福祉向上のための施設建設
（道路、学校などの都市基盤）に活用されます。また、地方
債には将来的に施設を利用する市民の方にも返済を負担して
いただき、世代間の公平を図る重要な役割があります。なお、
平成16年度の地方債残高は平成15年度に比べ１億4,793万
円減少しています。
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特別会計とは‥‥
特定の事業ごとに独立させた方が効

率よく運用できるものを一般会計から

切り離して行う会計のことです。

本市では、「国民健康保険特別会計」

など計５つの特別会計があります。

特
　
別
　
会
　
計

国民健康保険

簡 易 水 道

交通災害共済

老人保健医療

介 護 保 険

会　計　別

合　　　計

歳入決算額 歳出決算額 歳入歳出差引額

32億 289万円

1億2,163万円

1,123万円

44億3,923万円

19億 891万円

96億8,389万円

30億7,937万円

1億1,798万円

1,023万円

44億3,916万円

18億7,576万円

95億2,250万円

1億2,352万円

365万円

100万円

7万円

3,315万円

1億6,139万円

平成16年度特別会計収支決算



国
民
健
康
保
険
の
収
入
の
主
な
も

の
は
国
・
県
の
補
助
金
等
が
14

億

８
千
861

万
円
（
47

・
１
％
）、
皆
さ

ん
が
納
め
ら
れ
た
保
険
税
は
６
億
７

千
418

万
円
（
21

・
４
％
）
と
な
っ

て
い
ま
す
。（
グ
ラ
フ
１
参
照
）

ま
た
、
支
出
で
は
保
険
給
付
費
や

老
人
保
健
へ
の
拠
出
金
と
し
て
支
払

う
医
療
費
が
27

億
２
千
866

万
円

（
89

・
９
％
）
を
占
め
て
い
ま
す
。

（
グ
ラ
フ
２
参
照
）

国
保
加
入
者
（
老
人
を
除
く
）
の

一
人
当
た
り
の
年
間
医
療
費
は
30

万
６
千
円
で
昨
年
度
よ
り
０
・

11

％
減
少
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

本
市
は
、
出
水
地
区
で
は
他
市
町
よ

り
医
療
費
が
高
い
の
が
実
情
で
す
。

（
グ
ラ
フ
３
参
照
）

70

歳
以
上
（
一
定
の
障
害
が
あ

り
認
定
を
受
け
た
65

歳
以
上
）
の

方
で
「
老
人
保
健
法
の
医
療
受
給
者

証
」
を
持
っ
て
い
る
方
が
該
当
者
と

な
り
ま
す
。
老
人
保
健
医
療
の
総
医

療
費
は
47

億
６
千
827

万
１
千
円
と

な
り
、
老
人
一
人
当
た
り
の
年
間
医

療
費
は
87

万
９
千
755

円
で
す
。（
グ

ラ
フ
４
参
照
）

－７－

本
市
で
は
高
齢
化
が
進
行
し
、
医
療
費
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

医
療
費
の
伸
び
は
国
民
健
康
保
険
税
の
増
額
に
つ
な
が
り
ま
す
。

医
療
費
節
減
の
た
め
に
も
一
人
ひ
と
り
が
自
分
の
健
康
づ
く
り
に

努
め
、
健
康
で
楽
し
い
毎
日
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

健
康
を
心
が
け
医
療
費
節
減
Y

健
康
を
心
が
け
医
療
費
節
減
Y

〜
国
保
・
老
人
保
健
だ
よ
り
〜

■
国
民
健
康
保
険
の
収
入
と
支

出
の
状
況
に
つ
い
て

■
老
人
を
除
く
一
人
当
た
り
の

年
間
医
療
費
30
万
６
千
円

■
老
人
保
健
医
療
費
一
人
当
た

り
88
万
円

歳　入

31億5,887

万円

歳　出

30億3,678

万円

国･県の補助金等
14億8,861万円
　　（47.1％）

国･県の補助金等
14億8,861万円
　　（47.1％）

保険税
6億7,418万円
　　（21.4％）

保険税
6億7,418万円
　　（21.4％）

その他の収入
9億9,608万円
　　（31.5％）

その他の収入
9億9,608万円
　　（31.5％）

総務費　8,228万円
　（2.7％）

その他の支出
2億2,584万円
　（7.4％）

老人保健拠出金
7億1,783万円
　（23.7％）

老人保健拠出金
7億1,783万円
　（23.7％）

保険給付費
20億1,083万円
　（66.2％）

保険給付費
20億1,083万円
　（66.2％）

老人医療費の推移（１人当たり） 国保加入者（老人を除く）
１人当たりの医療費比較（平成16年度）

平成16年度　年間平均老人医療受給者数　5,420人

500,000
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700,000

800,000

900,000

1,000,000

11
年
度
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年
度

13
年
度

14
年
度

15
年
度

（円）
973,170973,170

822,496

16
年
度

845,032
813,244

833,173

879,755

阿
久
根
市

出
水
市

高
尾
野
町

野
田
町

東
　
　
町

長
島
町

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

300,000
306,395

272,159 274,146

（円）
350,000

0

275,132 265,297

216,384

（グラフ４）

（グラフ２） （グラフ１）

（グラフ３）

平成16年度 国民健康保険 歳入・歳出状況
（注：事業勘定分のみ）



■
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｇ
・
Ａ
に
つ
い
て

「
食
の
ま
ち
阿
久
根
」
の
活
性
化

に
向
け
て
、
阿
久
根
の
豊
か
な
地
場

産
品
を
生
か
し
た
様
々
な
企
画
、
運

営
に
取
り
組
む
民
間
団
体
で
す
。

顧
問
に
は
、
本
市
出
身
で
、
日
本

人
の
グ
ラ
ン
シ
ェ
フ
と
し
て
初
め
て

ミ
シ
ュ
ラ
ン
の
一
つ
星
に
輝
き
、
現

在
、
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
エ
ド

モ
ン
ト
（
東
京
都
）
の
名
誉
総
料
理

長
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
中
村
勝

宏
氏
を
迎
え
、
食
の
ま
ち
づ
く
り
に

賛
同
す
る
メ
ン
バ
ー
が
集
ま
り
昨
年

か
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。

＊
Ｇ
・
Ａ
に
は
「
が
ん
ば
る
あ
く
ね
」

の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
料
理
コ
ン
テ
ス
ト

阿
久
根
の
豊
か
な
自
然
が
育
ん
だ

お
い
し
い
食
材
を
用
い
た
ア
イ
デ
ア

料
理
を
募
集
し
、
阿
久
根
の
素
晴
ら

し
い
食
材
を
多
く
の
方
に
再
認
識
し

て
い
た
だ
き
、
食
の
ま
ち
阿
久
根
の

活
性
化
に
つ
な
げ
る
目
的
で
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
第
１
回
目
と
し
て
、

「
阿
久
根
の
海
の
幸
」
を
テ
ー
マ
に
、

阿
久
根
の
魚
を
代
表
す
る
ア
ジ
、
サ

バ
、
キ
ビ
ナ
ゴ
の
３
品
の
い
ず
れ
か

を
メ
イ
ン
食
材
に
用
い
た
一
品
料
理

を
７
月
か
ら
９
月
末
日
ま
で
募
集

し
、
市
内
外
か
ら
51

作
品
の
応
募

が
あ
り
、
書
類
審
査
の
後
、
７
作
品

が
二
次
審
査
へ
進
み
ま
し
た
。

二
次
審
査
で
は
、
11

月
６
日
、

働
く
婦
人
の
家
で
応
募
者
が
実
際
に

調
理
し
、
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
顧
問
の

中
村
勝
宏
氏
を
審
査
委
員
長
と
す
る

７
名
の
審
査
員
が
、
味
や
美
し
さ
、

手
軽
さ
な
ど
の
項
目
に
つ
い
て
厳
し

く
審
査
し
ま
し
た
。

な
お
、
審
査
の
結
果
は
、
右
の
表

の
と
お
り
で
す
。
グ
ラ
ン
プ
リ
、
準

グ
ラ
ン
プ
リ
の
レ
シ
ピ
は
９
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
。

そ
れ
以
外
の
入
賞
作
品
に
つ
い
て

は
、
１
月
号
か
ら
計
５
回
に
わ
た
り

掲
載
し
ま
す
。

■
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｇ
・
Ａ
か
ら

「
料
理
教
室
開
催
」
の
お
知
ら
せ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｇ
・
Ａ
で
は
、
今

年
度
の
事
業
第
２
弾
と
し
て
昨
年
度

に
引
き
続
き
３
月
に
「
料
理
教
室
」

を
行
い
ま
す
。

講
師
に
は
、
中
村
勝
宏
氏
を
お
招

き
し
、
阿
久
根
の
お
い
し
い
食
材
を

利
用
し
た
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

な
お
、
詳
細
は
「
広
報
あ
く
ね
１

月
号
」
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

－８－

ア
ク
ネ
う
ま
い
ネ
料
理
コ
ン
テ
ス
ト
開
催

ア
ク
ネ
う
ま
い
ネ
料
理
コ
ン
テ
ス
ト
開
催

―
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｇ
・
Ａ
主
催
―

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｇ
・
Ａ
の
メ
ン
バ
ー
が
、
食
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
、
阿
久
根
の
豊
か
な
自
然
が
育
ん

だ
お
い
し
い
食
材
を
市
内
外
に
広
く
Ｐ
Ｒ
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
を
生
か
し
た
阿
久
根
な
ら
で
は
の
ア
イ

デ
ア
料
理
を
募
集
し
、
第
１
回
『
ア
ク
ネ
う
ま
い
ネ
料
理
コ
ン
テ
ス
ト
』
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
月
号
で
は
、
そ
の
取
組
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

旬の阿久根の食材を生かし、制限時間内に調理する参加者

☆グランプリ
菜の花会（代表　倉田鈴子・段区）

「えびす　だんがん」

☆準グランプリ
松元　のり子（町区）

「肥薩おれんじ鉄道阿久根発

食べてみやんせヘルシー

べんとう」

☆アイデア賞
竹之内幸恵（国分市）

「アジの変り丼」

☆入選
梶原たかね（段区）

嶋内ちぐさ（野田女子高）

中岡麻美（野田女子高）

東留美（鹿児島市）

※敬称略

審 査 結審 査 結 果果



アクネうまいネ料理コンテスト

－９－

－INTERVIEW－

－レシピの紹介－

■材料（４名分）
☆中華おこわ
・もち米 カップ２
・米 カップ１
・干しシイタケ 中３枚
・さつまいも 100ｇ
・ピーナッツ 50ｇ
・サバみりん干し 片身１枚
・味付けたけのこ（メンマ） 80ｇ
・人参 50ｇ
・グリーンピース 50ｇ
☆調味料Ａ
・鳥ガラスープ カップ１
・干しシイタケ戻し汁 カップ1/2
・しょうゆ（淡口） 大さじ３

・砂糖 小さじ１
・塩 小さじ１
・酒 大さじ２
・サラダ油 大さじ３
・中華だし 小さじ１
☆阿久根つけあげ（さつまあげ）
・小アジすり身 350ｇ
・しぼり豆腐 1/2丁
・卵 ２個
・砂糖 120ｇ
・塩 小さじ２
・しょうが 10ｇ
・揚げ油 適量
・手付用油 少々

■作り方（４名分）
☆中華おこわ
１　もち米を洗って５時間水に浸しておく。
米は、といでザルに上げておく。

２　サバみりん干しは、焼いて身をほぐし、骨を取り除いておく。干しシイ
タケ、ピーナッツ、たけのこは、みじん切りにする。

３　さつまいもは、１㎝角に切る。
４　サラダオイルを熱し、ザルに上げたもち米、米を炒め、透き通ってきた
ら、２の具とＡの調味料を入れ、水気がなくなるまで炒め、竹の皮を敷
いた蒸し器へ移し、上からさつまいもをふりかけ中火で30～40分蒸す。

☆阿久根つけあげを作る
５　あじのすり身に、ざらめ、しょうが、塩を入れ、すり鉢で摺り、別の器
へ移しておく。
しぼり豆腐と卵をすり合わせ、なじんできたらあじのすり身と一緒に入
れてよくまぜ合わせる。

６　出来上がったおこわを一口大に丸め、つけあげ用すり身で包み、油で揚
げる。

グランプリグランプリ
えびす　だんがん

■材料（４名分）
・白米 ３合
・雑穀 大２
・酢 40�
・砂糖 50ｇ
・塩 小２
・アジ ２尾
・レモン汁 １ケ分
・レモンの皮のすりおろし １ケ分
・しょうゆ 少々
・砂糖 少々
・塩 少々
・だし液 少々
・いんげんか絹さや 少々

・卵 ３ケ
・干しシイタケ 少々
・甘酢漬けしょうが 少々

■作り方（４名分）
１　白米は洗ってザルに上げ、30分位おく。同量よりやや少なめの水で雑穀
を入れて炊く。甘酢を作り、分量を砂糖が溶ける位まで火にかける。酢ご
はんを作る。

２　アジは三枚におろし、食べやすい大きさのそぎ切りにする。小麦粉を軽く
つけ、サラダオイルを熱し、カラッと揚げる。砂糖、しょうゆで煮て、レ
モン汁、すりおろしのレモンの皮で味を整える。

３　いんげんをゆがき、斜め薄切りにする。
４　きんし卵を作る。
５　干しシイタケを水にもどし、せん切りにして甘辛く炊く。
６　写真のように盛りつける。

※角に季節のちょっとしたサラダを作り、盛りつけるといいのでは？

準グランプリ準グランプリ
肥薩おれんじ鉄道阿久根駅発
食べてみやんせヘルシーべんとう

料理コンテストに応募のあった51
作品は、いずれも阿久根の海の幸の
魅力を十分生かしたものばかりで、応
募された皆さんに感謝しています。
今後、私たちプロジエクトＧ・Ａ

は、これらの料理を市内の料理店や
学校給食などで生かし、阿久根の食
材の素晴らしさをＰＲし、「食のまち
阿久根」の活性化を進めていきたい
と考えています。

プロジェクトＧプロジェクトＧ･･ＡＡ
宮元　武司会長

料理コンテストでグランプリを受
賞したことは、本当にうれしいです。
私たちの作品「えびす　だんがん」
は、家庭で手軽に作れ、冷凍もでき
るので、皆さんの家庭で是非試して
ほしいです。
今後、私たちは今回のグランプリ

を励みに、次回の料理コンテストに
向け、阿久根の食材を生かした料理
作りに取り組んでいきたいです。

グランプリ受賞グランプリ受賞
菜の花会

今回の料理コンテストは、どの料
理も阿久根の食材の魅力をうまく引
き出しており、非常にレベルの高い
作品ばかりでした。また、入選した
高校生２名の作品も素晴らしく、将
来が大変楽しみです。
さらに、「食のまち阿久根」をＰＲ

していくためには、このような料理
コンテストを毎年実施し、多くの方
の関心を高めていく必要があると思
います。

審査委員長審査委員長
中村　勝宏氏



市
民
ら
約
500

人
が
出
席
し
盛
大

に
開
催
さ
れ
た
大
会
で
は
、
市
内
で

活
動
す
る
12

の
女
性
団
体
の
紹

介
・
活
動
発
表
に
引
き
続
き
、
大
田

タ
ミ
さ
ん
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
の
実
践
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
、
今
年
度
の
少
年
少
女
弁
論
大
会

で
、
中
学
生
の
部
市
長
賞
に
輝
い
た

三
笠
中
３
年
の
大
野
孝
太
く
ん
は

「
一
五
〇
億
無
料
（
た
だ
）」
と
題
し

て
、
買
い
物
袋
持
参
運
動
の
推
進
を

堂
々
と
訴
え
た
ほ
か
、
鶴
川
内
中
の

生
徒
た
ち
に
よ
る
力
強
い
ソ
ー
ラ
ン

節
の
披
露
も
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
、
俳
優
の
西
郷
輝
彦
氏

の
「
郷
土
の
よ
さ
を
生
か
し
、
今
、

女
性
が
動
き
出
す
と
き
」
と
い
う
テ

ー
マ
で
パ
ネ
ル
ト
ー
ク
が
開
催
さ

れ
、
自
身
の
体
験
な
ど
を
基
に
鹿
児

島
に
対
す
る
熱
い
思
い
や
ユ
ー
モ
ア

溢
れ
る
話
を
さ
れ
、
会
場
は
大
い
に

沸
き
ま
し
た
。

さ
わ
や
か
な
秋
風
の
中
、
11

月

５
日
、
６
日
の
２
日
間
に
わ
た
り
第

59

回
市
総
合
文
化
祭
が
、
市
総
合

体
育
館
と
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
体
育
館
で

「
高
め
よ
う
　
伝
え
よ
う
　
心
豊
か

な
　
郷
土
の
文
化
」
を
テ
ー
マ
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

市
総
合
体
育
館
で
あ
っ
た
演
芸
部

門
の
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
前
夜
祭
か
ら

当
日
祭
ま
で
延
べ
43

団
体
が
出
演
。

詰
め
か
け
た
大
勢
の
観
客
は
、
日
ご

ろ
の
練
習
の
成
果
を
見
事
に
披
露
す

る
出
演
者
ら
に
、
惜
し
み
な
い
拍
手

や
声
援
を
贈
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
体
育
館
で
あ

っ
た
展
示
部
門
に
は
、生
け
花
や
書
、

絵
画
を
は
じ
め
、
子
供
た
ち
の
作
品

な
ど
多
彩
な
ジ
ャ
ン
ル
の
作
品
が
出

展
さ
れ
、
会
場
を
訪
れ
た
大
勢
の

方
々
は
、
力
作
の
数
々
に
し
ば
し
足

を
と
め
て
は
熱
心
に
鑑
賞
し
て
い
ま

し
た
。

－10－

女性が動く　地域づくり女性が動く　地域づくり
～ 女性の力で育てよう 人・まち・未来 ～

11月20日、市民会館大ホールで、第９回サンサン

ミセス大会と第18回阿久根市女性大会が開催されま

した。

迫力あるソーラン節を披露した鶴川内中の生徒

か
わ
い
い
ダ
ン
ス
を
披
露
す
る
園
児

た
ち
（
総
合
体
育
館
）

展
示
会
場
に
数
多
く
並
ん
だ
作
品
を

鑑
賞
す
る
人
々（

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
体
育
館
）

約500名の方が詰めかけた
会場の様子

会場を沸かした西郷輝彦氏のパネルトーク

文
化
活
動
の
成
果
を
披
露

文
化
活
動
の
成
果
を
披
露

第
59
回
市
総
合
文
化
祭



特
認
校
制
度
は
、
豊
富
な
自
然
環

境
に
恵
ま
れ
た
小
規
模
校
の
特
性
を

生
か
し
、
心
身
の
健
康
、
体
力
作
り

の
増
進
を
図
る
と
と
も
に
、
少
人
数

に
よ
る
確
か
な
学
力
の
育
成
や
豊
か

な
人
間
性
を
培
い
た
い
と
希
望
す
る

保
護
者
・
児
童
生
徒
に
、
一
定
の
条

件
を
付
し
て
特
別
に
入
学
・
転
学
を

認
め
る
も
の
で
す
。

特
に
基
礎
学
力
の
定
着
に
関
し
て

は
、
特
認
校
の
各
学
校
は
大
き
な
成

果
を
上
げ
て
い
ま
す
。

な
お
、
田
代
小
学
校
で
は
山
村
留

学
生
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
学
校
へ
の
学
校
見
学
や

体
験
入
学
は
い
つ
で
も
で
き
ま
す
の

で
、
希
望
さ
れ
る
方
は
、
学
校
や
教

育
委
員
会
へ
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
入
学
条
件

q
市
内
に
保
護
者
お
よ
び
児
童
が

在
住
し
、
平
成
18

年
４
月
１
日

現
在
で
小
学
１
年
生
か
ら
中
学
３

年
生
の
児
童
・
生
徒

w
１
年
以
上
通
年
通
学
で
き
る
児

童
・
生
徒

e
児
童
・
生
徒
の
通
学
は
、
保
護

者
の
送
迎
を
原
則
と
す
る
。

■
募
集
期
間

平
成
17

年
12

月
20

日
c
か
ら

平
成
18

年
１
月
31

日
c
ま
で
を

原
則
と
し
ま
す
が
、
年
度
途
中
の

応
募
も
で
き
ま
す
。

※
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

●
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
指
導
係
　

1
（
７
３
）
１
２
１
１

（
内
線
１
３
１
４
）

●
尾
崎
小
学
校

阿
久
根
市
山
下
５
９
１
６

1
（
７
２
）
２
１
０
０

●
田
代
小
学
校

阿
久
根
市
鶴
川
内
７
２
５
７

1
（
７
９
）
２
０
０
１

●
大
川
中
学
校

阿
久
根
市
大
川
８
０
６
１

1
（
７
４
）
０
０
０
４

－11－

恵
ま
れ
た
自
然
の
中
で
、
豊
か
な
心
と
た
く
ま
し
さ
を
育
て
な
が
ら
、
特
色

あ
る
学
校
の
も
と
、
確
か
な
学
力
を
ぐ
ん
ぐ
ん
伸
ば
し
て
み
ま
せ
ん
か
Y

よよ
ろろ
しし
くく
！！

特特
認認
校校
制制
度度
・・
山山
村村
留留
学学

田田
代代
小小
学学
校校
・・
尾尾
崎崎
小小
学学
校校
・・
大大
川川
中中
学学
校校

第
40
回
阿
久
根
市
小
学
校
陸
上
記
録
会

第
40
回
阿
久
根
市
小
学
校
陸
上
記
録
会

第
40
回
阿
久
根
市
小
学
校
陸
上
記
録
会

11
月
10
日
、
市
小
学
校
陸
上
記
録
会
が
総
合
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
で
開
催
さ
れ
、
選
手
た
ち
は
保

護
者
ら
の
声
援
を
受
け
な
が
ら
一
生
懸
命
記
録
に
挑
戦
し
て
い
ま
し
た
。

s５年男子　14”７　平　　秀斗　脇 本 小

s５年女子　16”３　中原　海鈴　阿久根小

s 〃 16”３　中野　愛未　阿久根小

s６年男子　14”１　落　　翔聖　山 下 小

s６年女子　14”７　倉津　貴子　阿久根小

s男子　２’30”64 中原　拓海　阿久根小

s女子　２’56”70 花田　玲佳　大 川 小

s男子　　　10”５　平井　翔大　西 目 小

s女子　　　11”１　倉津　貴子　阿久根小

s５年男子　１’00”５　脇 本 小

s５年女子　１’04”４　折 多 小

s６年男子　　　56”７　阿久根小

s６年女子　　　59”９　阿久根小

s５年男子　　408B 越川　大勢　阿久根小

s５年女子　　340B 尻無k愛莉　折 多 小

s６年男子　　406B 早水　宙希　脇 本 小

s６年女子　　391B 花田　玲佳　大 川 小

s５年男子　　120B 長薗真之輔　阿久根小

s５年女子　　110B 山平　智子　脇 本 小

s６年男子　　128B 森畑　徳謙　阿久根小

s６年女子　　115B a原　三稀　鶴川内小

大　会　結　果大　会　結　果（１位のみ掲載。敬称略）

100ｍ走

800ｍ走（５･６年共通）

走り幅跳び

走り高跳び

６年生60ｍ障害

400ｍリレー
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学校規模適正化アンケートの集約結果

阿久根市では、児童・生徒数の減少に伴い、将来的にはこのままの学校規模では適正な教育や多種の活動

に支障を来すのではないかと考え、市内の小・中学校の学校規模適正化に関する調査・検討を行っています。

そこで、今後の阿久根市立小・中学校のあり方について、市民のみなさまのご意見を伺いたく規模適正化

に関する市民アンケートを実施しました。その集約結果の概要をお知らせします。

回答いただいた方々の年代別構成です。

●調査方法および回収結果

回答者の年代別構成

アンケートにおける学校規模適正化に関する主な内容と回答について

学校規模適正化アンケート調査の
集約結果についてお知らせします
学校規模適正化アンケート調査の
集約結果についてお知らせします
学校規模適正化アンケート調査の
集約結果についてお知らせします
学校規模適正化アンケート調査の
集約結果についてお知らせします
学校規模適正化アンケート調査の
集約結果についてお知らせします

調査方法
抽出方法
調査期間

配布数
回収数
回収率

６歳以下および小中学生の保護者並びにその他の市民
無作為抽出
９月１日～９月３０日

１，７５７通
１，０９６通
６２．３８％

望ましいと思われる小学校の１学級当たりの児童数

をお聞きしたところ、右記の結果となりました。

64％と半数以上の方が１学級30人程度を望んでいる

ようです。

小学校の児童数

望ましいと思われる小学校の学級数をお聞きしたと

ころ、右記の結果となりました。

66％と半数以上の方が１学年２～３学級を望んでい

るようです。

小学校の学級数

望ましいと思われる中学校の学級数をお聞きしたと

ころ、右記の結果となりました。

２～３学級が43％、４～６学級が46％と、１学年２

学級以上の学校を望んでいる事がうかがえます。

中学校の学級数
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学校規模適正化アンケートの集約結果

望ましいと思われる中学校の１学級当たりの児童数

をお聞きしたところ、右記の結果となりました。

69％と半数以上の方が１学級30人程度を望んでいる

ようです。

中学校の生徒数

右の結果のとおり通学区域を弾力化し、現行の学校

配置を維持すべきとの回答が34％と多数を占めました。

現行どおりの学校配置を維持すると合わすと59％の方

が現在の学校数を維持すべきであると回答したとも言

えます。

学校の適正配置について

小学校の統廃合と同じように入学者・在校生がいな

くなるまでは存続し、以後統廃合を考えるべきとの回

答が、44％と多数を占めました。

中学校が統廃合するとしたら

通学区域を弾力的に運用し、学校の選択や学区外へ

の通学をどう考えるかお聞きしたところ、通学区域を

弾力化して欲しいとの回答が35％に上りました。しか

し、現行の１校指定や工夫を加えるも25％程度を示し、

現行でも良いとの意見も多いと言えます。

（※　通学区域の弾力的運用とは「隣接する複数校の中から学校を選択」したり、「学区外の通学の条件を緩和」したりする

ことによって「指定された通学区域以外の学校にも通える制度」のことです。）

＊阿久根市では、本調査結果を今後の市立小中学校の学校規模適正化に生かしたいと考えています。

なお、全調査結果については市のホームページに掲載しているほか、教育委員会教育総務課でご覧いただけます。

（※　学校の適正配置とは「通学区域の見直しや学校の再編成」を行うことです。

通学区域の弾力的運用について

ご自分のお子さんの通学している小学校やお子さん

やご自分の出身校、または、お子さんの入学予定の小

学校が統廃合されるとしたら、どう考えますかとお聞

きしたところ、入学者・在校生がいなくなるまでは存

続し以後統廃合を考えるべきが、48％とおよそ半数を

占めました。

小学校が統廃合されるとしたら

※問い合わせ先　教育委員会教育総務課　1７３－１２１１（内線１３１１）
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遊
戯
場
な
ど
を
経
営
す
る
1
一

六
商
事
（
黒
木
清
巳
社
長
）
か
ら

本
市
へ
一
輪
車
120

台
が
寄
贈
さ

れ
ま
し
た
。

11
月
１
日
に
は
、
同
社
の
黒
木

勝
利
常
務
取
締
役
ら
が
斉
藤
市
長

を
表
敬
訪
問
。
市
長
は
「
一
輪
車

の
寄
贈
に
心
か
ら
感
謝
し
ま
す
。

一
輪
車
は
市
内
の
全
小
学
校
に
配

り
、
授
業
な
ど
で
大
切
に
使
わ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
」
と
お
礼
を
述

べ
ま
し
た
。

11
月
16
日
、
折
多
小
の
６
年
生

が
、
お
年
寄
り
の
知
恵
を
学
び
、

世
代
を
越
え
た
触
れ
合
い
を
目
的

と
し
て
、
校
区
内
の
お
年
寄
り
か

ら
凧
作
り
を
教
わ
り
ま
し
た
。

折
口
由
香
里
さ
ん
は
「
初
め
て

凧
作
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
最
初

は
難
し
か
っ
た
け
ど
、
お
年
寄
り

か
ら
丁
寧
に
教
え
て
も
ら
い
上
手

に
で
き
ま
し
た
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

凧凧
作作
りり
にに
挑挑
戦戦
ZZ

―

折
　
多
　
小

―

大大
切切
にに
使使
っっ
てて
下下
ささ
いい

―

一
輪
車
寄
贈

―

楽しい話題などをお知らせください。
秘書広報係173-1211（内線1214）

火
災
予
防
週
間
の
11
月
12
日
、
幼
稚
園
・
保

育
園
の
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
員
ら
約
200
名
が
参
加

し
、
幼
年
消
防
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

園
児
た
ち
は
「
絶
対
に
火
遊
び
は
し
ま
せ
ん
」

と
誓
い
、
紙
芝
居
や
署
員
に
よ
る
マ
ジ
ッ
ク
な

ど
で
防
火
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
ま
た
、
消

防
車
と
の
綱
引
き
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
み
ん
な
で

力
を
合
わ
せ
て
綱
を
引
き
、
大
き
な
消
防
車
を

引
き
寄
せ
る
と
大
喜
び
し
て
い
ま
し
た
。

絶絶
対対
にに
火火
遊遊
びび
はは
しし
まま
せせ
んん

―

幼
年
消
防
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

―

11
月
16
日
、
本
市
出
身
で
「
風
に
な
っ
て
く

だ
さ
い
〜
視
覚
障
害
者
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

〜
」
の
著
者
松
永
信
也
氏
の
講
演
会
が
、
Ａ
Ｂ

Ｃ
パ
レ
ス
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

松
永
氏
は
「
目
が
見
え
な
い
こ
と
は
社
会
参

加
の
上
で
、
と
て
も
大
変
な
こ
と
。
未
来
が
目

の
見
え
な
い
人
も
足
の
不
自
由
な
人
も
、
誰
も

が
笑
顔
で
参
加
で
き
る
社
会
で
あ
っ
て
ほ
し

い
」
と
講
演
。
会
場
を
訪
れ
た
大
勢
の
方
々
は
、

メ
モ
を
と
る
な
ど
し
、
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い

ま
し
た
。

風風
にに
なな
っっ
てて
くく
だだ
ささ
いい―

松
永
信
也
氏
講
演
会

―

講演する松永信也氏

力を合わせて一生懸命綱を引く園児

高齢者の手ほどきで凧作りに取り組む児童

斉藤市長に一輪車を手渡す黒木常務（左）
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ス ポ ー ツ の 秋 ～ 大 会 結 果 ～ス ポ ー ツ の 秋 ～ 大 会 結 果 ～

みんなのアルバム

10月18日、農業経営にか
かわる収支を毎日記帳する
農林水産統計調査に20年協
力されたとして、西田喜一
さん（桐野上区）に農林水
産大臣から感謝状が送ら
れ、同日伝達されました。

11
月
19
日
、
第
４
回
肥
薩
お
れ

ん
じ
鉄
道
利
用
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ

ル
フ
大
会
が
、
同
鉄
道
の
利
用
促

進
を
目
的
に
市
総
合
運
動
公
園
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大
会
に
は
、

薩
摩
川
内
市
、
出
水
市
、
本
市
な

ど
か
ら
62

チ
ー
ム
310

人
が
参
加

し
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

【
大
会
結
果
】

q
高
尾
野
東
部
w
脇
本
馬
場
e

宮
内
同
好
会

おお
れれ
んん
じじ
鉄鉄
道道
をを
利利
用用
しし
来来
阿阿

―
　
第
４
回
肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄
道
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

農業経営統計調査に永年協力農業経営統計調査に永年協力

平成７年から阿久根港倉
津埼灯台他５基の灯火監視
協力者として船舶の航行安
全に協力されたとして、第
十管区海上保安部長からk
田成子さん（新町区）に感
謝状が送られ、11月４日、
北さつま漁協で伝達されま
した。

船舶の航行安全に協力船舶の航行安全に協力

第
30
回
男
子
・
第
18
回
女
子

出
水
地
区
市
町
対
抗
駅
伝
競
走
大
会

（
11
月
13
日
、
市
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
周
回

コ
ー
ス
）

【
男
子
】（
８
区
間
　
38
・
99
D
）

q
出
水
市
＝
２
時
間
６
分
３
秒
w
阿
久
根

Ａ
＝
２
時
間
９
分
54
秒
e
東
町
＝
２
時
間

18
分
５
秒

【
女
子
】（
５
区
間
　
15
・
15
D
）

q
出
水
市
Ａ
＝
57
分
23
秒
w
阿
久
根
市
＝

58
分
34
秒
e
出
水
市
Ｂ
＝
１
時
間
５
秒

第
54
回
阿
久
根
市
民
駅
伝
大
会

（
11
月
27
日
、
市
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
周
回

コ
ー
ス
）

【
男
子
】（
５
区
間
　
９
・
０
D
）

q
阿
久
根
中
学
校
陸
上
部
＝
30
分
７
秒
w

ス
タ
ー
ゼ
ン
ミ
ー
ト
グ
ル
ー
プ
＝
31
分
12

秒
e
鶴
川
内
中
学
校
＝
33
分
36
秒

【
女
子
】（
５
区
間
　
９
・
０
D
）

q
阿
久
根
中
学
校
＝
35
分
28
秒
w
鶴
川
内

中
学
校
＝
39
分
50
秒

第
10
回
阿
久
根
市
民
駅
伝
大
会

（
小
学
生
の
部
）

（
11
月
27
日
、
市
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
周
回

コ
ー
ス
）

【
男
子
】（
５
区
間
　
７
・
５
D
）

q
阿
久
根
陸
上
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
男
子

Ａ
＝
25
分
26
秒
w
ポ
ル
ト
ス
阿
久
根
Ｆ
・

Ｃ
・
Ｐ
＝
26
分
41
秒
e
三
笠
陸
上
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
Ａ
＝
27
分
18
秒

【
女
子
】（
５
区
間
　
７
・
５
D
）

q
阿
久
根
陸
上
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
女
子

Ａ
＝
29
分
27
秒
w
折
多
陸
上
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
女
子
＝
31
分
25
秒
e
阿
久
根
陸
上
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
女
子
Ｂ
＝
32
分
28
秒

阿
久
根
ロ
ー
タ
リ
ー
カ
ッ
プ
２
０
０
５

11
月
３
日
、
陸
上
競
技
場
で
阿
久
根
ロ

ー
タ
リ
ー
カ
ッ
プ
Ｕ
―
10
ミ
ニ
サ
ッ
カ
ー

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

【
大
会
結
果
】

q
入
来
Ｊ
Ｒ
Ｓ
w
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｚ
―
Ａ
出
水
e

神
村
学
園
Ａ

第
16
回
三
笠
旗
争
奪
少
年
剣
道
大
会

（
11
月
３
日
、
市
総
合
体
育
館
）

【
小
学
校
の
部
】

q
野
田
Ａ
w
石
谷
e
阿
久
根
Ａ
、
水
俣
武

道
館

【
中
学
校
男
子
の
部
】

q
高
尾
野
中
w
川
辺
中
Ａ
e
宮
之
城
中
、

川
内
南
中
Ａ

【
中
学
校
女
子
の
部
】

q
千
丁
中
Ａ
w
平
成
錬
心
館
e
高
城
西

中
、
鏡
中

スティックを片手に阿久根駅で下車する
大勢の参加者

熱戦を展開する小学生
（11月３日、三笠旗）



固
定
資
産
税
に
は
土
地
・
家
屋
の

他
に
償
却
資
産
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の

資
産
を
所
有
さ
れ
て
い
る
方
は
、
地

方
税
法
383

条
の
規
定
に
よ
り
申
告

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
、
償
却
資
産
と
は
、
個

人
や
法
人
で
事
業
を
行
っ
て
い
る
方

（
工
場
や
商
店
な
ど
を
営
ん
で
い
る

方
、
駐
車
場
や
ア
パ
ー
ト
を
貸
し
付

け
て
る
方
な
ど
）
が
所
有
し
て
い
る

資
産
の
こ
と
で
あ
り
、
意
外
と
身
近

に
あ
る
も
の
で
す
。

■
償
却
資
産
の
主
な
例

【
医
院
・
歯
科
医
院
】

各
種
医
療
機
、（
ベ
ッ
ド
、
手
術
台
、

Ｘ
線
装
置
、
電
気
血
圧
計
、
脳
波
測

定
器
な
ど

【
工
場
】

ボ
ー
ル
盤
、
プ
レ
ス
機
、
金
型
、
施

盤
、
洗
浄
給
水
設
備
、
構
内
舗
装
、

貯
水
設
備
、
福
利
厚
生
設
備
な
ど

【
小
売
業
】

商
品
陳
列
ケ
ー
ス
、
陳
列
棚
、
冷
蔵

庫
、
冷
凍
庫
、
レ
ジ
ス
タ
ー
な
ど

【
飲
食
業
】

接
客
用
家
具
・
備
品
、
厨
房
設
備
、

カ
ラ
オ
ケ
セ
ッ
ト
、
自
動
販
売
機
な

ど【理
容
・
美
容
業
】

理
・
美
容
椅
子
、
洗
面
設
備
、
テ
レ

ビ
、
タ
オ
ル
蒸
機
な
ど

【
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業
】

洗
濯
機
、
脱
水
機
、
乾
燥
機
、
プ
レ

ス
機
、
ビ
ニ
―
ル
包
装
設
備
な
ど

【
製
パ
ン
業
、
製
菓
業
】

窯
、
オ
ー
ブ
ン
、
ス
ラ
イ
サ
ー
、
あ

ん
練
機
、
厨
房
設
備
、
ビ
ニ
―
ル
包

装
設
備
な
ど

【
旅
館
、
ホ
テ
ル
、
バ
ー
、
喫
茶
・

軽
食
】

ス
テ
レ
オ
、
ガ
ス
レ
ン
ジ
、
洗
濯
設

備
、
ボ
イ
ラ
ー
、
自
動
食
器
洗
浄
機
、

製
氷
機
な
ど

【
木
工
業
】

帯
鋸
、
糸
鋸
、
丸
鋸
、
研
磨
盤
、
カ

ン
ナ
機
、
木
工
ス
ラ
イ
ス
盤
な
ど

【
鉄
工
業
】

旋
盤
、
ボ
ー
ル
盤
、
ス
ラ
イ
ス
盤
、

研
削
機
、
溶
接
機
、
剪
断
機
、
プ
レ

ス
機
、
グ
ラ
イ
ン
ダ
ー
な
ど

【
農
業
】

コ
ン
バ
イ
ン
、
Ｓ
Ｓ
、
芝
・
草
刈
機
、

コ
イ
ン
式
精
米
機
、
貯
蔵
庫
、
ビ
ニ

ー
ル
ハ
ウ
ス
な
ど

【
食
肉
販
売
業
】

冷
凍
・
冷
蔵
設
備
、
冷
凍
・
冷
蔵
ケ

ー
ス
、
ミ
ン
チ
機
な
ど

【
ゴ
ル
フ
練
習
場
】

フ
ェ
ン
ス
、
ネ
ッ
ト
設
備
、
洗
浄
機
、

ボ
ー
ル
自
動
集
球
設
備
な
ど

【
カ
ラ
オ
ケ
ボ
ッ
ク
ス
】

カ
ラ
オ
ケ
セ
ッ
ト
、
接
客
用
家
具
、

照
明
設
備
な
ど

【
印
刷
業
】

各
種
印
刷
機
、
活
字
盤
鋳
造
機
、
裁

断
機
な
ど

【
建
設
業
】

発
電
機
、
ポ
ン
プ
、
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
、

バ
ッ
ク
ホ
ウ
、
カ
ッ
タ
ー
な
ど

【
自
動
車
整
備
業
、
ガ
ソ
リ
ン
販
売

業
】

プ
レ
ス
、
充
電
器
、
洗
車
機
、
ジ
ャ

ッ
キ
、
溶
接
機
、
地
下
タ
ン
ク
、
地

下
槽
、
照
明
設
備
な
ど

【
そ
の
他
】

受
変
電
設
備
、
舗
装
路
面
、
広
告
塔
、

建
築
設
備
、
内
装
、
外
灯
（
屋
外
配

線
・
配
管
な
ど
を
含
む
）
屋
外
に
敷

設
さ
れ
た
ガ
ス
・
上
下
水
道
の
埋
設

管
、
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
、
応
接
セ
ッ

ト
、
パ
ソ
コ
ン
、
コ
ピ
ー
機
、
レ
ジ

ス
タ
ー
、
ロ
ッ
カ
ー
、
測
定
工
具
、

音
響
機
器
、
構
内
運
搬
車
な
ど
　

■
申
告
が
必
要
な
資
産

平
成
18

年
１
月
１
日
現
在
に
お

い
て
事
業
の
用
に
供
す
る
資
産
（
事

業
と
は
、
一
定
の
行
為
を
継
続
、
反

復
し
て
行
う
も
の
）
を
い
い
、
営
利

ま
た
は
収
益
を
得
る
こ
と
を
必
要
と

は
し
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
、
公
益

法
人
（
財
団
法
人
、
社
団
法
人
等
）

の
行
う
活
動
は
事
業
に
該
当
し
ま

す
。

■
申
告
の
必
要
が
な
い
資
産

◎
自
動
車
税
・
軽
自
動
車
の
課
税
対

象
と
な
る
も
の

◎
無
形
固
定
資
産
（
特
許
権
な
ど
）

◎
繰
延
資
産
、
用
途
廃
止
資
産
、
小

額
資
産
（
耐
用
年
数
１
年
未
満
ま

た
は
取
得
価
格
が
10

万
円
未
満

の
資
産
で
税
務
会
計
上
固
定
資
産

と
し
て
計
上
し
な
い
も
の:

例
え

ば
一
時
に
損
金
算
入
し
て
い
る
も

の
ま
た
は
必
要
経
費
と
し
て
い
る

も
の
）

◎
取
得
価
額
20

万
円
未
満
の
償
却

資
産
を
、
税
務
会
計
上
３
年
間
で

一
括
償
却
し
て
い
る
も
の

■
納
税
義
務
者

賦
課
期
日
（
平
成
18

年
１
月
１

日
）
現
在
の
償
却
資
産
の
所
有
者
に

な
り
ま
す
。

■
免
税
点

課
税
標
準
と
な
る
べ
く
償
却
資
産

の
合
計
額
が
150

万
円
未
満
の
場
合

は
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。（
免
税
点
未

満
で
あ
っ
て
も
、
資
産
の
多
少
に
か

か
わ
ら
ず
申
告
は
必
要
で
す
。）

※
問
い
合
わ
せ
先

税
務
課
固
定
資
産
税
係

1
（
７
３
）
１
２
１
１

（
内
線
　
１
４
４
５
、
１
４
４
６
）

－16－

償
却
資
産
は
申
告
主
義
で
す

身
近
な
こ
ん
な
物
に
課
税
さ
れ
る
こ
と
を

知
っ
て
い
ま
し
た
か
？

償
却
資
産
は
申
告
主
義
で
す

身
近
な
こ
ん
な
物
に
課
税
さ
れ
る
こ
と
を

知
っ
て
い
ま
し
た
か
？

〜
税
務
課
固
定
資
産
税
係
か
ら
の
お
知
ら
せ
〜

税務課からのお知らせ



平
成
18
年
１
月
１
日
現
在
阿
久

根
市
に
住
所
の
あ
る
人
は
申
告
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
次
に
該
当
す
る
人
は

申
告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

㈰
所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
人

（
専
従
者
含
む
。）

㈪
給
与
収
入
の
み
で
社
会
保
険
に

加
入
し
、
勤
務
先
で
年
末
調
整

が
さ
れ
、
源
泉
徴
収
票
を
交
付

さ
れ
た
人
（
勤
務
先
か
ら
市
に

報
告
書
が
提
出
さ
れ
ま
す
。）

申
告
に
は
、
収
入
、
経
費
、
控

除
等
が
分
か
る
資
料
と
印
鑑
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

な
お
、
受
付
当
日
に
都
合
の
悪

い
方
は
３
月
６
日
か
ら
３
月
15
日

（
土
・
日
を
除
く
）
ま
で
市
役
所
税

務
課
で
申
告
を
受
け
付
け
ま
す
。

＊
公
的
年
金
の
み
の
人
は
、
昨
年

ま
で
は
申
告
は
不
要
で
し
た

が
、
税
法
改
正
に
伴
い
所
得

税
・
市
県
民
税
が
か
か
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
社
会
保
険

庁
か
ら
送
付
さ
れ
た
「
公
的
年

金
源
泉
徴
収
票
」
を
持
参
し
申

告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
告
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ

税
務
課
課
税
係

1
（
７
３
）
１
２
１
１

（
内
線
１
４
４
３
・
１
４
４
４
）
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平成18年度　市県民税　　　　　　申告受付日程表
区　　　　名月　　日

１月
　１６日
　（月）

１月
　１７日
　（火）

１月
　１８日
　（水）

１月
　１９日
　（木）

１月
　２０日
　（金）

１月
　２４日
　（火）

１月
　２３日
　（月）

時　　　　　間

9:30～11:00

13:00～15:00

9:30～11:30

13:30～15:00

9:30～11:30

13:30～14:00

14:30～15:30

13:30～14:30

15:00～16:00

9:30～11:30

13:30～15:30

9:00～10:00

10:30～11:00

13:30～15:00

9:30～10:00

10:30～11:30

13:30～14:30

9:00～11:00

12:30～14:00

14:30～16:30

9:30～11:30

13:30～15:30

9:00～10:30

11:00～12:00

9:30～11:30

13:30～15:00

尻
無
上

川
畑
中

尻
無
中

小　　麦

表 川 内

鈴 木 段

南　　畑

中
屋
敷

川 畑 上

川 畑 中

野　　元

中 屋 敷

仲
仁
田

長　　迫

仲 仁 田

尻 無 下

区　　　　名月　　日

１月
　２５日
　（水）

１月
　３１日
　（火）

１月
　２６日
　（木）

２月
　１日
　（水）

２月
　２日
　（木）

２月
　３日
　（金）

２月
　６日
　（月）

２月
　７日
　（火）

時　　　　　間

9:30～11:30

13:30～15:30

9:30～10:30

11:00～12:00

13:30～14:30

15:00～16:00

9:00～11:30

13:30～14:30

13:30～15:00

10:00～11:30

13:30～15:00

10:00～11:30

13:30～15:00

9:30～11:00

13:30～14:30

15:00～16:00

9:30～11:30

13:30～16:00

9:30～11:30

13:30～15:30

9:30～11:30

13:30～15:30

9:30～11:30

13:30～14:30

15:00～16:00

9:30～11:30

13:30～15:00

横 手・宮 原

栫

米　　　　次

尾　　　　原

田 代 中

田 代 下

尾　　　　崎

陳 之 尾

大　　　　林

上 桑・長 谷

下　　　　桑

大　　　　下

内　　　　田

永 田 上

永 田 下

東 牧 内

丸　　　　内

筒　　　　田

牟　　　　田

折 口 東

脇 本 浜

脇 本 馬 場

上　　　　原

下　　　　村

大 渕 川

桐 野 下

桐 野 上

区　　　　名月　　日

２月
　８日
　（水）

２月
　９日
　（木）

２月
　１０日
　（金）

２月
　１３日
　（月）

２月
　１４日
　（火）

２月
　１５日
　（水）

２月
　１６日
　（木）

２月
　１７日
　（金）
２月
　２０日
　（月）
２月
　２１日
　（火）

時　　　　　間

9:30～11:30

13:30～15:30

9:30～11:30

13:30～15:30

9:30～11:30

13:30～14:30

15:00～15:30

9:30～11:30

13:30～15:30

13:30～15:00

9:00～11:30

13:30～15:00

13:30～15:00

9:30～11:30

13:30～15:00

9:30～11:30

10:00～11:00

13:30～15:30

9:00～11:30

13:30～14:30

15:00～16:30

13:30～14:30

15:00～16:00

9:30～11:00

13:30～15:30

9:30～10:30

13:30～16:00

9:00～11:30

13:30～15:30

瀬 之 浦 上

瀬 之 浦 下

槝 之 浦 東

槝 之 浦 西

深　　　　田

大　　　　谷

松 ヶ 根

黒 之 浜

黒 之 上

八　　　　郷

古　　　　里

小　　　　漉

大　　　　漉

中　　　　村

大　　　　尾

牧　　　　内

遠 見 ヶ 岡

大　　　　丸

段

寺　　　　山

浦

町

浜

倉　　　　津

上　　　　野

高　　　　松

波　　　　留

潟

新　　　　町

的　　　　場

牛 之 浜

枦

落

馬 見 塚

大 川 島

高 之 口

飛　　　　松

佐　　　　潟

遠　　　　矢

山 下 馬 場

木 佐 木 野

萇　　　　野

羽　　　　田

弓 木 野

※２地区合同の申告会場は●○印の公民館です。
※的場区は大川地区公民館、尾原区は山村開発センター、黒之浜区は漁協黒之浜支所、
　遠見ケ岡区は区長宅が申告会場です。

 
 
国民健康保険税
介 護 保 険 料

１月16日から市県民税　　　　　　の申告受付が始まります 
 
国民健康保険税
介 護 保 険 料

税務課からのお知らせ



s

◇
開
催
日

12
月
25
日
a

◇
場
　
所

本
町
通
り

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、
平
成
18
年
度

給
食
用
物
資
の
納
入
を
希
望
さ
れ
る
市
内
業

者
を
募
集
し
ま
す
。

納
入
を
希
望
さ
れ
る
業
者
の
方
は
、
１
月

４
日
d
か
ら
１
月
13
日
f
ま
で
の
間
に
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
た

だ
し
、
法
人
組
織
に
よ
る
大
規
模
小
売
店

（
通
称
ス
ー
パ
ー
）
は
除
き
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

1
（
７
２
）
７
０
８
１

国
土
交
通
省
鹿
児
島
国
道
事
務
所
で
は
、

南
九
州
西
回
り
自
動
車
道
建
設
に
伴
う
、
鶴

川
内
（
羽
田
区
）
か
ら
折
口
（
野
田
町
境
）

ま
で
の
測
量
立
入
り
説
明
会
を
、
12
月
22
日

e
18
時
30
分
か
ら
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
で
開

催
し
ま
す
。

関
係
者
に
は
、
個
々
に
通
知
が
あ
り
ま
す

が
、
今
後
、
現
地
測
量
、
地
質
調
査
等
が
始

ま
り
ま
す
の
で
関
係
者
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
先

都
市
建
設
課
都
市
計
画
係

1
（
７
３
）
１
２
１
１
（
内
線
１
１
２
３
）

平
成
17
年
工
業
統
計
調
査
を
平
成
17
年
12

月
31
日
現
在
で
行
い
ま
す
。

製
造
業
を
営
む
す
べ
て
の
事
業
所
を
対
象

と
し
て
、
県
知
事
か
ら
任
命
さ
れ
た
統
計
調

査
員
が
本
年
12
月
中
旬
か
ら
来
年
１
月
に
か

け
て
お
伺
い
し
ま
す
。
な
お
、
提
出
い
た
だ

く
調
査
票
に
つ
い
て
は
、
統
計
法
に
基
づ
き

秘
密
が
厳
守
さ
れ
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
先
　

企
画
調
整
課
　
統
計
調
査
係

1
（
７
３
）
１
２
１
１
（
内
線
１
２
１
７
）

最
近
、
市
役
所
の
依
頼
を
受
け
た
と
偽
っ

て
高
額
な
浄
水
器
等
を
売
り
つ
け
る
な
ど
の

悪
質
な
訪
問
販
売
を
行
う
業
者
が
現
れ
て
い

ま
す
。
市
役
所
水
道
課
で
は
、
次
の
よ
う
な

こ
と
は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
十
分
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

・
一
般
家
庭
の
水
質
検
査

・
浄
水
器
な
ど
、
給
水
用
具
の
販
売

・
一
般
家
庭
の
給
水
管
工
事

※
問
い
合
わ
せ
先
　
水
道
課

1
（
７
２
）
０
３
１
２

国
民
年
金
保
険
料
免
除
申
請
は
、
市
役
所

窓
口
の
ほ
か
に
、
申
請
書
を
各
区
の
国
民
年

金
委
員
に
提
出
し
て
も
で
き
ま
す
。

ま
た
、
国
民
年
金
委
員
の
と
こ
ろ
に
も
免

除
申
請
書
が
あ
り
ま
す
。

＊
国
民
年
金
委
員
は
、
平
成
17
年
度
の
各
区

の
区
長
に
担
当
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

（
高
之
口
区
、
飛
松
区
、
瀬
之
浦
下
区
、

尾
原
区
は
平
成
16
年
度
の
区
長
で
す
。）

※
問
い
合
わ
せ
先

市
民
環
境
課
国
民
年
金
係

1
（
７
３
）
１
２
１
１
（
内
線
１
４
２
３
）

屋
外
広
告
物
法
の
改
正
に
よ
り
、
違
反
広

告
物
に
対
す
る
規
制
が
強
化
さ
れ
ま
し
た
。

特
に
、
簡
易
な
手
続
で
撤
去
で
き
る
広
告
物

の
対
象
が
拡
大
さ
れ
、
街
路
樹
や
ガ
ー
ド
レ

ー
ル
な
ど
に
掲
示
さ
れ
た
は
り
札
類
や
広
告

旗
、
立
看
板
類
に
つ
い
て
は
、
市
が
強
制
的

に
撤
去
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
今
後
と
も
安
全
で
美
し
い
地
域
づ
く

り
の
た
め
に
、
屋
外
広
告
物
が
適
正
に
掲
示

さ
れ
る
よ
う
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
先

都
市
建
設
課
管
理
係

1
（
７
３
）
１
２
１
１
（
内
線
１
１
２
５
）

◇
日
時
　
１
月
10
日
c
・
24
日
c

10
時
〜
10
時
30
分

◇
場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
印
鑑
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
先

健
康
増
進
課
保
健
予
防
係

1
（
７
３
）
１
２
１
１
（
内
線
１
４
３
２
）

次
の
と
お
り
心
配
ご
と
相
談
を
行
い
ま

す
。
相
談
は
無
料
で
す
。

◇
期
日
　
12
月
21
日
d
、
１
月
18
日
d

◇
時
間
　
13
時
30
分
〜
16
時
30
分

◇
場
所
　
市
民
会
館
１
階

※
問
い
合
わ
せ
先

阿
久
根
市
社
会
福
祉
協
議
会

1
（
７
２
）
３
８
０
０

◇
日
時
　
１
月
15
日
a

10
時
〜
16
時

◇
場
所
　
薩
摩
川
内
市
川
内
文
化
ホ
ー
ル

◇
相
談
内
容
（
相
談
無
料
、
秘
密
厳
守
）

登
記
、
人
権
、
戸
籍
、
供
託
に
関
す
る
こ

と
な
ど

※
問
い
合
わ
せ
先

鹿
児
島
地
方
法
務
局
川
内
支
局

1
０
９
９
６
（
２
２
）
２
３
０
０

◇
日
時
　
１
月
18
日
d

９
時
30
分
〜
15
時
30
分

◇
場
所
　
市
役
所
市
民
相
談
室

※
問
い
合
わ
せ
先
　
総
務
課
行
政
係

1
（
７
３
）
１
２
１
１
（
内
線
１
２
１
２
）

－18－

くらしの情報

お
知
ら
せINFORM

ATION

相
　
談

CO
NSULTIO

N

学
校
給
食
用
物
資
納
入

希
望
者
の
公
募
に
つ
い
て

南
九
州
西
回
り
自
動
車
道
測
量

立
ち
入
り
説
明
会
に
つ
い
て

国
民
年
金
保
険
料
免
除

申
請
を
活
用
し
ま
し
ょ
う

工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
を
Y

「
暮
れ
の
市
」の
お
知
ら
せ

屋
外
広
告
物
法
は
許
可
が
必
要
で
す

心
配
ご
と
相
談
に
つ
い
て

法
務
局
サ
ン
デ
ー
相
談
に
つ
い
て

交
通
事
故
相
談
に
つ
い
て

悪
質
な
訪
問
販
売
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

ワ
ン
ち
ゃ
ん
の
ひ
き
と
り
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年 末 年 始 の お 知 ら年 末 年 始 の お 知 ら せせ
～市役所業務、ゴミ出し、し尿くみ取り、水道漏水当番～

年末年始の市役所業務およびゴミ出し、し尿くみ取り、水道漏水等当番について次のとおりお知らせします。

年末のごみ収集については12月29日(木)が今年最後のごみ収集日となります。12月30日(金)から１月３日(火)までは
収集いたしませんので計画的にごみ出しを行ってください。なお、年始の収集は１月４日(水)から開始します。
また、ごみ処理場では、個人で持ち込まれるごみについて受入を実施します。

し尿のくみ取りは、12月30日(金)から１月３日(火)まで実施いたしませんのでお早めにくみ取りを行ってください。

＊個人でごみ処理場に持ち込まれる場合は、受付時間は午前８時30分から午後４時30分

（12月30日(金)は午前８時30分から午前11時30分）までとなっております。

※ごみに関する相談・問い合わせ　　　　　市民環境課　　　1７３－１２１１（内線����）
※水道に関する問い合わせ　　　　　　　　水道課　　　　　�７２－０３１２

※し尿くみ取りに関する相談・問い合わせ　阿久根清掃社@ �７２－０６２２　!ロックス　�７３－１３１１

日

曜日

��
金

水道漏水等当番 水道漏水等当番

休み（ただ
し、戸籍届
のみ受付）

!大石電気
設備工業
��������

!阿久根
水道土木
��������

@てらち
��������

@貴島水道
��������

阿久根ガス!
��������

!太田電気
工業所
��������

!大石電気
設備工業
��������

特 別 収 集
（紙類）

通 常 収 集
（ペット・トレイ・ビン）

特 別 収 集
（可燃ゴミ）

臨 時 営 業
（午前中のみ）

収集しません
通 常 収 集
（不燃・空缶）

休　　　み 通 常 営 業 臨 時 営 業 休　み 通 常 営 業

��
水

平常どおり 平常どおり

平常どおり 平常どおり

��
木

��
金

��
土

休み（ただし、戸籍届は宿直室で受け付けます。）

１

日

２

月

３

火

４

水

市 役 所 各 課

水 道 課

家庭のごみ収集
（出す品目）

ごみ処理場の営業

��月 １月

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

平成17年６月に茨城県で弱毒タイプの鳥インフルエンザ

が発生しております。この病気は、鶏だけでなく多くの鳥

類が感染する可能性がありますので、次の点に注意してく

ださい。

【注意事項】

・飼養鳥等の健康観察

・野鳥等の鶏舎への侵入防止

・給水源への野鳥等の接近防止

・鶏舎等への人、車等の出入りの制限

・消毒・清掃の徹底等を確実に実施してください。

※鳥インフルエンザを疑う症例が見られた場合は、直ちに

農政課（�７３－１２１１　内線１１３７）に連絡して

ください。

くらしの情報

鶏卵・鶏肉を食べて鳥インフルエンザウイルスが

人に感染する事例は世界的にも報告されていません。

～市民環境課からのお知らせ～
スプレー缶やカセットボンベなどについては中

身を使い切り、穴を空けてから不燃ごみとして排
出していただくことになっています。
先日、このルールが守られずに出されたカセッ

トボンベが、収集の際に車両の荷台部分で爆発し、
ごみに引火するということが起きました。このよ
うな出し方は非常に危険ですので、スプレー缶や
カセットボンベといったガス類が入ったものは、
中身を使いきり、穴をあけてから出してください。
これからの季節、カセットボンベなどを使用す

る機会が多くなります。ごみ出しの際は、必ずル
ールを守って排出してくださいますようお願いし
ます。

カセットボンベなどの

ごみの出し方について

カセットボンベなどの

ごみの出し方について
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成
人
コ
ー
ナ
ー

●
健
　
康
　
相
　
談

期
　
日

12
月
28
日
（水）

場
　
所

　

保
健
セ
ン
タ
ー

時
　
間

　

９
時
〜
10
時

　
保
健
師
が
皆
さ
ま
の
健
康
に
関
す
る
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。
生
活
習
慣
や
食
生
活
改
善
・

健
診
結
果
・
子
育
て
の
こ
と
な
ど
、
か
ら
だ
や
こ
こ
ろ
に
関
す
る
こ
と
を
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
健
康
手
帳
を
お
持
ち
の
方
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
先
　
健
康
増
進
課
保
健
予
防
係
 
1
&3
１
２
１
１
（
内
線
１
４
３
１
・
１
４
３
２
）

母
と
子
の
コ
ー
ナ
ー

●
乳
幼
児
健
診
・
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種

期
　
日

内
　
　
　
　
　
容

対
　
　
象
　
　
者

受
付
時
間

12:45

13:00

Ｈ
16
年
６
月
生
ま
れ
の
幼
児

３
歳
児
健
診

１
歳
６
か
月
児
健
診

Ｈ
14
年
７
月
生
ま
れ
の
幼
児

Ｈ
17
年
９
月
生
ま
れ
の
乳
児

３
か
月
児
健
診
・
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種

１
月
18
日
（水）

１
月
19
日
（木）

１
月
26
日
（木）

〜
13:00

13:15
〜

13:00

13:15
〜

●
む
し
歯
予
防
教
室
（
フ
ッ
素
塗
布
）

期
　
日

受
付
時
間

対
　
　
　
　
象
　
　
　
　
者

●
育
　
児
　
相
　
談

期
　
日

内
　
　
　
容

対
　
　
象
　
　
者

受
付
時
間

15
時
〜
15
時
15
分

11
月
１
日
以
降
に
歯
科
健
診
を
受
け
た
幼
児

１
月
20
日
（金）

・
Ｈ
17
年
６
月
生
ま
れ
の
乳
児

・
育
児
に
関
す
る
相
談
が
あ
る
方

６
〜
７
か
月
児
育
児
相
談

１
月
20
日
（金）

13:00

13:15
〜

保保
健健
セセ
ンン
タタ
ーー
のの
行行
事事

健康コーナー
休日在宅医

※休日の診療時間
在宅医　　　各医療機関の平日の診療時間と同じです。
歯科在宅医　午前８時～正午

12月18日
林胃腸科外科　　1&3３６３９

（大　丸）
水野歯科医院　　1*2００６４

（出水市六月田）
12月23日（天皇誕生日）
植村整形外科　　1&2１０４１

（ 段　）
脇本病院　　　　1&5２１２１

（槝之浦西）
塩山歯科医院　　1^2２６３４

（出水市本町）
12月25日
有村産婦人科内科1&3４１８０

（上　野）
よしもと歯科医院1&5３３３３

（下　村）
12月29日（歯科は通常どおり）
上園医院　　　　1&3１０５５

（ 町　）
12月30日
内山病院　　　　1&3１５５１

（高　松）
村岡歯科医院　　1^2０６０１

（出水市昭和町）
12月31日
鶴見医院　　　　1&3０５５３

（大　丸）
村岡歯科医院　　1^2０６０１

（出水市昭和町）

１月１日
山下ひふ科　　　1&2５００５

（ 段　）
橋口歯科医院　　1&3０５０８

（大　丸）
１月２日
喜多医院　　　　1&2００３８

（大　丸）
黒木胃腸科外科医院1&5０２００

（下　村）
橋口歯科医院　　1&3０５０８

（大　丸）
１月３日
門松医院　　　　1^4６１００

（大　丸）
福留歯科医院　　1^2０９７８

（出水市昭和町）
１月８日
山田クリニック　1&2０４２０

（ 町　）
橋口歯科医院　　1^3２３３０

（出水市中央町）
１月９日（成人の日）
北国医院　　　　1&2００１６

（ 町　）
つばさ歯科医院　1^2８５１９

（出水市西出水）
１月15日
林胃腸科外科　　1&3３６３９

（大　丸）
宮薗歯科医院　　1&3３２２２

（大　丸）

★結核レントゲン検診のお知らせ結核レントゲン検診のお知らせ★

平成１７年４月に結核予防法が改正されました。これに伴い、
結核レントゲン検診の対象年齢が、４０歳以上（平成１８年３
月３１日現在）となりました。
３９歳以下の方で、自覚症状（咳・痰など）のある方は、早

めに受診してください。
結核検診は、結核予防法に基づき、年１回の受診が義務づけ

られています。市では、７月に各地区において、レントゲン検
診を実施しましたが、その時期に受けられなかった方を対象に
再度結核レントゲン検診を実施します。
今年度、まだ受診されていない方は、この機会にぜひ受けま

しょう！！
＊対象者の方には１２月の区長配布で個別に通知します。

★結核は過去の病気ではありません！！結核は、今も昔も、わ
が国最大の感染症です！！

★結核の治療は早期発見が大切です。早期発見のためには胸部
のレントゲン撮影が大変有効です。

＊また、４０歳以上の方で受診票の届いていない方でも受診で
きますので、時間・場所など詳しくは問い合わせください。

※問い合わせ先 健康増進課　保健予防係　1７３－１２１１
（内線１４３１・１４３２）

対象者：４０歳以上（平成18年３月31日現在）の男女で、
今年度レントゲン検診を受けていない方
日　程：平成18年１月10日（火）、11日（水）、12日（木）、

13日（金）、16日（月）の５日間
料　金：無料

＊場所については通知文の日程をご覧ください。

●テーマ

「腎臓の病気について」

●日　時

１月１８日（水）

１４時～１５時

●場　所

阿久根市民病院４階

大ホール

※問い合わせ

阿久根市民病院

地域医療連携室

1７３－１３６８

くらしの情報

阿久根市民病院
健康教室について
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図書館だより
172－0607

チャレンジ読み聞かせチャレンジ読み聞かせ

図書館には、絵本以外にもパネ

ルシアターやエプロンシアターと

いった一味違った読み聞かせの道

具を用意しております。ぜひ読み

聞かせのスパイスとしてご利用く

ださい。貸出期間は１週間です。

詳しくは、１階受付カウンターで

お尋ねください。

『
虹
色
に
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
』熊

谷
達
也
（
著
）

別
れ
と
出
会
い
は
、
い
つ
も
交
互
に
や

っ
て
く
る
…
。
不
器
用
な
生
き
方
し
か
で

き
な
い
男
女
７
人
の
、
光
と
影
を
描
い
た

連
作
短
編
集
。

『
Ｈ
Ｏ
Ｋ
Ｋ
Ａ
Ｉ
』

高
樹
の
ぶ
子
（
著
）

百
年
の
時
を
越
え
て
、
小
説
家
の
「
私
」

を
魅
了
す
る
「
彼
」
の
秘
密
は
何
？

ア
ー
ル
ヌ
ー
ボ
ー
に
影
響
を
与
え
た
近

代
の
傑
物
、
高
島
北
海
を
描
く
長
編
小
説
。

『
さ
お
だ
け
屋
は
な
ぜ
潰
れ
な
い
の
か
　
身

近
な
疑
問
か
ら
は
じ
め
る
会
計
学
』

山
田
真
哉
（
著
）

挫
折
せ
ず
に
最
後
ま
で
読
め
る
会
計
の

本
。
身
近
な
出
来
事
か
ら
会
計
を
学
ぶ
。

１
０
０
万
部
突
破
の
大
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー

本
で
す
。

『
凸
凹
（
で
こ
ぼ
こ
）
デ
イ
ズ
』

山
本
幸
久
（
著
）

弱
小
デ
ザ
イ
ン
事
務
所
・
凹
組
ク
ロ
ニ

ク
ル
。
キ
ュ
ー
ト
で
コ
ミ
カ
ル
、
ち
ょ
っ

と
切
な
い
、
お
仕
事
系
長
編
小
説
。

（地域子育て支援センター）1７３－３４５７みどりが丘保育園／1７２－３９３９みなみ保育園

地域子育て支援事業 １月 子育てサークル（だれでも親子で参加できます）
子どもの遊び、母親のリフレッシュタイムに、お気軽に支援センターをご利用ください。

☆親子教室（10：00～12：00）

☆母親クラブ「あゆみ」…脇本保育園（��：��～��：��）
１月��日d お問い合わせは、みなみ保育園まで

☆年齢別教室（牧内農村環境改善センター）
１月６日f ひよこクラブ　　０～１歳児教室
１月��日f こっこクラブ　　２歳以上児教室
お問い合わせは、みどりが丘保育園まで

☆園開放（お気軽に園に遊びにきてください）
毎週f みなみ保育園
毎週 みどりが丘保育園（第３土曜日はお父さんもご一緒にどうぞ）

☆参加は申し込み制になっていますので、下記の支援センターに前日までにお申し込みください。

日／曜 場　　　　所サ ー ク ル 名 日／曜 場　　　　所サ ー ク ル 名
ら っ こ サ ー ク ル
こ あ ら サ ー ク ル
か も め サ ー ク ル
カンガルーサークル
ひ ま わ り ク ラ ブ
ら っ こ サ ー ク ル
どんぐりサークル
カンガルーサークル
どんぐりサークル

み な み 保 育 園
脇 本 保 育 園
鶴 川 内 児 童 館
牧内農村環境改善センター
保 健 セ ン タ ー
み な み 保 育 園
鶴 川 内 集 会 施 設
牧内農村環境改善センター
鶴 川 内 集 会 施 設

５日e

〃
��日c

〃
��日d

��日e

〃
��日f

��日c

諏 訪 団 地 教 室
こ あ ら サ ー ク ル
ら っ こ サ ー ク ル
こ ぐ ま サ ー ク ル
か も め サ ー ク ル
カンガルーサークル
ら っ こ サ ー ク ル
カンガルーサークル

諏 訪 団 地
脇 本 保 育 園
み な み 保 育 園
保 健 セ ン タ ー
鶴 川 内 児 童 館
牧内農村環境改善センター
み な み 保 育 園
牧内農村環境改善センター

��日d

〃
��日e

��日c

〃
��日d

��日e

��日c

新 刊 本 の 案 内

くらしの情報
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お　知　ら　せ

── 阿久根市では、次のとおり嘱託員・臨時職員および警備員・管理員を募集します。──

募集要綱・申請書は三笠支所、大川出張所、市役所市民相談室および各担当課に用意してあります。

◇嘱託員・臨時職員

◇警備員・管理員

１．期　　　間 平成18年４月１日から平成19年３月31日まで

２．資　　　格 職種番号［１・３・10・17・19・24～30］は昭和16年４月２日以降に生まれた者、

職種番号［４・５・13・14・16］は昭和11年４月２日以降に生まれた者、

その他の職種については昭和21年４月２日以降に生まれた者で、次のいずれにも該当し

ないもの

a 日本国籍を有しない者

s 成年被後見人及び被補佐人

d 禁こ以上の刑に処せられ、その執行を受けることがなくなるまでの者

f 日本国憲法施行の日以後において、日本国憲法またはその下に成立した政府を暴

力で破壊することを主張する政党その他団体を結成し、またはこれに加入した者

３．応募手続き　　a 提出書類　履歴書１通、担当課等で備え付けの申請書１通

s 受付期間　平成17年12月19日B～平成18年１月13日F

（ただし、土曜日、日曜日及び休日は除く）

d 受付時間　午前８時30分～午後５時

４．提　出　先　　各担当課で受け付けます。

詳細につきましては担当課までお尋ねください。 代表1０９９６－７３－１２１１

５．選 考 方 法 面接および作文（選考日は、申請時に連絡します。）

嘱託員・警備員・管理員等募集のお知らせ嘱託員・警備員・管理員等募集のお知らせ



※
敬
称
略

※
敬
称
略

死
　
亡
　
者
年齢
（
区
　
名
）

大
石
ミ
ユ
キ
82
（
波
　
留
）
久
　
志

野
村
サ
ヱ
子
72
（
黒
之
上
）
西
不
二
男

川
畑
ユ
キ
エ
82
（
川
畑
中
）
成
　
則

枦
　
ス
ヱ
ノ
99
（
中
屋
敷
）
奥
平
勝
美

内
山
キ
ク
ヱ
96
（
大
川
島
）
元
　
義

南
　
登
美
子
79
（
脇
本
馬
場
）
富
士
男

佐
々
木
勝
義
84
（
黒
之
浜
）

伝

倉
津
　
満
男
72
（

段
　
）
清
　
子

新
町
　
三
榮
75
（
新
　
町
）
洋
　
子

坂
下
ス
ヱ
ノ
87
（
牟
　
田
）
冨
田
稔

山
下
　
美
好
79
（
槝
之
浦
西
）
美
　
昭

花
木
ヨ
シ
ノ
93
（
高
之
口
）
春
　
光

弓
木
野
嘉
次
郎
88
（
弓
木
野
）
勝
　
實

園
田
テ
ル
ノ
92
（
山
下
馬
場
）
吉
　
三

西
村
ツ
ル
江
83
（
上
　
野
）
笠
井
政
江

中
野
　
ユ
リ
84
（
山
下
馬
場
）
清
　
市

小
園
ア
キ
ノ
93
（
山
下
馬
場
）
光
　
雄

榮
　
　
駒
江
78
（
上
　
野
）
笠
井
政
江

田
代
シ
ヅ
子
86
（
萇
　
野
）
正
　
直

角
　
　
成
夫
72
（
波
　
留
）
雪
　
子

牛
之
k
薩
志
72
（
牛
ノ
浜
）
孝
　
文

寺
地
　
海
造
69
（

潟
　
）
浩
　
信
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病
弱
の
我
に
う
か
ら
は
皆
や
さ
し
謝
し
つ
つ
今
日
も
明
る
く
生
き
ん
　
　
　
　
脇
　
本
　
赤
崎
　
タ
エ

島
の
上へ

に
た
な
び
く
雲
は
夕
映
え
て
ほ
の
ぼ
の
茜
の
色
に
輝
く
　
　
　
　
　
　
琴
　
平
　
川
畑
　
ス
ミ

坐
り
ゐ
て
東
支
那
海
目
交

ま
な
か
ひ

に
見
ゆ
る
が
老
の
し
あ
は
せ
の
一
つ
　
　
　
　
　
　
新
　
町
　
遠
矢
　
律

秋
の
日
は
今
し
落
ち
た
り
西
空
は
ひ
と
と
き
寂
し
残
照
淡
く
　
　
　
　
　
　
　
上
　
野
　
河
南
誠
一
郎

老
い
ぬ
れ
ば
過
ぐ
る
月
日
の
な
ほ
早
し
秋
の
渚
に
入
日
を
惜
し
む
　
　
　
　
　
折
　
口
　
白
浜
　
ノ
ブ

波
消
し
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
波
の
た
ゆ
た
ひ
て
沖
ゆ
く
船
は
秋
の
日
の
な
か
　
　
　
上
　
野
　
亀
澤
　
笑
子

磯
丘
の
大
樹
に
秋
の
日
は
落
ち
て
余
光
の
空
を
雁
わ
た
り
ゆ
く
　
　
　
　
　
　
脇
　
本
　
宮
原
　
範
子

悔
い
多
き
わ
が
人
生
も
古
稀
と
な
り
か
へ
ら
ぬ
日
々
も
今
は
な
つ
か
し
　
　
　
脇
　
本
　
渡
瀬
　
栄
子

あ
ま
た
な
る
貝
殻
磨
き
作
り
た
る
造
形
の
鯛
躍
る
長
島
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
　
町
　
玉
川
　
慶
子

秋
風
に
庭
の
梅
の
葉
散
り
つ
づ
く
下し
づ

枝え

の
蜘
蛛
の
網
に
触
れ
つ
つ
　
　
　
　
　
折
　
口
　
別
府
　
義
明

阿阿

久久

根根

短短

歌歌

会会

※
送
り
仮
名
は
歴
史
的
仮
名
使
い
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

人のうごき
12月１日現在（ ）は前月比

人　口　25,687人（－009人）
男　　11,949人（－006人）
女　　13,738人（－003人）

世帯数　10,867世帯（－19世帯）
出　生0019人　　死　亡0024人
転　入0055人　　転　出0059人

アクネホットラインアクネホットライン
1７３－１１１１
お気軽にお電話を

市　民　憲　章
わたくしたちは、豊かな黒潮に洗われ、ま
ろやかな文旦をはぐくむ美しい自然と、誇
り高い歴史をもつ郷土阿久根を、更に発展
させるために、市民の規範として、ここに
憲章を定めます。

１．お互いにあいさつをかわし　みんなに
親切をつくします。

１．時間ときまりを守り　住みよいまちを
つくります

１．花やみどりを育て　きれいな郷土をつ
くります

１．すすんで教養を高め　文化のまちをつ
くります

１．元気で働き　明るい家庭　豊かなまち
をつくります。

健
や
か
な
成
長
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

う
ぶ
ご
え

ご
め
い
福
をお

祈
り
い
た
し
ま
す
。

お
く
や
み

※
「
う
ぶ
ご
え
」「
お
く
や
み
」
記
事
は
、
掲
載
へ
の
同
意
が
あ
っ
た
方
の
み
掲

載
し
て
あ
り
ま
す
。

うぶごえ　おくやみ他

出
　
生
　
児
　
保
護
者
（
区
　
名
）

河
野
　
愛あ
い

樹き

憲
　
一
（
大
　
尾
）

立
石
　
日
向

ひ
な
た

俊
　
満
（

潟
　
）

小
出
水
美
姫
み

ひ

勝
　
幸
（
大
　
丸
）

山
田
　
悠ゆ
う

翔と

幸
　
広
（
深
　
田
）

山
中
　
玲
空
り

く

弘
　
樹
（
上
　
原
）

戸
高
　
羚れ
い

健
　
臣
（
新
　
町
）

亀
割
美
優
香

み

ゆ

か

聖
　
文
（
大
　
丸
）

沢
村
　
永
遠
と

わ

光
　
　
（
高
　
松
）

k
之
上
聖
礼

ひ

ら

い

貴
　
友
（
脇
本
馬
場
）

神
之
田
真ま

生い
き

智
　
昭
（

潟
　
）

新
塘
　
快か
い

人と

征
　
一
（

段
　
）

松
林
依
千
花

い

ち

か

良
　
裕
（

枦
　
）

夫
津
木
　
心し
ん

亘
　
　
（

潟
　
）

古
賀
　
陽
智

は
る
と

康
　
法
（

潟
　
）

浦
田
　
華
奈
は

な

英
　
彦
（
上
　
原
）

樺
山
　
芽
依
め

い

和
　
明
（
丸
　
内
）

川
崎
　
光
彩
み

さ

裕
　
子
（
折
口
東
）
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◇趣味は何ですか・・・

ギターとライブに行くことです。

◇理想の異性像は・・・

明るくて優しい人です。

◇性格を自己分析してください・・・

周りからは優しい人と言われます。（笑）

◇将来の夢は・・・

お年寄りや障害を持った方を対象に、将来は音楽療法

士の仕事に就きたいです。

◇阿久根について一言・・・

きれいな海や自然を大切に残し、若い人がたくさん集

まる場所ができてほしいです。

次は、西田　麻衣さん（高之口区）あなたの番です。

たた
だだ
今今
青青
春春
！！

中
西
　
善
郎
さ
ん
™0

（
か
に
座
・
Ｂ
型
　
高
松
区
）

¡編集／発行　阿久根市総務課秘書広報係
〒899-1696 鹿児島県阿久根市鶴見町200番地　1（0996）73-1211

¡阿久根市ホームページ　URL＝http://www.city.akune.kagoshima.jp/古紙配合100％再生紙を使用しています。

私たち「関東阿久根ゴルフ会」は、阿久根出身者から
なるゴルフ親睦会です。阿久根を離れ、東京およびその
近郊に住み、ふるさと阿久根に思いを寄せる者同士が、
ゴルフを通じ親睦を深めあっています。当会は、昭和58
年に結成され、現在会員数約50名でプレーを楽しんでい
ます。常時新規会員も募集していますので、お気軽にご
連絡ください。
※連絡先
関東阿久根ゴルフ会　幹事長　尻無濱
1０４５－５８２－２０３２

「「サークル紹介サークル紹介」」に掲載を希望されるサークルに掲載を希望されるサークル
（（団体団体））などを募集しますなどを募集しますZZ
＊政治、宗教または営利を目的とする団体等の掲載は

できませんので、ご了承ください。

※申し込み・問い合わせ先

総務課秘書広報係1７３－１２１１（内線１２１４）

サークル紹介

『ゴルフを通じ親睦の絆深める』
─ 関東阿久根ゴルフ会 ─

12月の納税等
◎市県民税４期、国民健康保険税７期、介護保険料５期
（納期12月26日まで）
納期内に納付しましょう。

税目等
市 県 民 税

固定資産税

国　保　税

軽自動車税

４期

７期

４期

８期

納め忘れはありませんか

５期

９期

介護保険料 ５期 ６期

12月 １月 ２月

今
年
も
、
き
ら
め
く
輝
き
で
街
並

み
を
演
出
す
る
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

が
、
市
内
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
見
ら

れ
ま
す
。

ま
た
、
中
央
公
園
も
商
工
会
議
所

青
年
部
の
方
が
、
１
万
球
の
電
球
で

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
。
今
年
は
、
ま
ば
ゆ

い
光
を
放
つ
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド
（
Ｌ

Ｅ
Ｄ
）
の
電
球
も
付
け
ら
れ
、
道
行

く
人
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
街
並

み
を
彩
る
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

同
様
、
来
年
も

明
る
い
年
に
し

た
い
も
の
で
す
。

（
角
島
）

季
節
の
風
景

季
節
の
風
景初冬の風物詩　黒砂糖作り（瀬之浦下区）

あくね男女共同参画講演会あくね男女共同参画講演会20062006
テーマ　 「今こそ必要Y男女共同参画」

～力を合わせ　より良い社会づくり～

講　師　　古
こ

賀
が

倫
のり

嗣
つぐ

さん（熊本大学教育学部教授）
日　時　　１月１４日（土）１９時～２１時
場　所　　グランビューあくね（望洋の間）
託　児　　有り。対象者は２歳以上就学前。（要予約）
＊　参加無料で誰でも参加できますY

※申込み・問い合わせ先
企画調整課　企画係　1７３－１２１１（内線1216）
メールアドレス　kikaku@city.akune.kagoshima.jp


